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「味来」は、碧南市で一番多く栽培されている品種です。とても甘く、生で食べられる

ほど粒皮が柔らかいです。ふるさと納税の返礼品にもなっており、人気が高まっていま

す。碧南市では、１７人の生産者の方が、約２０ヘクタールの畑で栽培をしています。 

驚きの甘さ「味来
み ら い

」 

 ２月 

 
外気温が低いの

で、畝ごとにビニ
ールでトンネルを
作り、温度を高く
保てるようにしま
す。 

 ３月  ６月～７月上旬 

碧南市のとうもろこしの出荷
の最盛期は６月中旬～７月上旬

ですが、冷凍したものを９月の
給食で提供します！ 
楽しみにしていてください。 

収穫にむけて 
成長中 

寒さに負
けないで！ 

夜明け前！ 

おすすめの食べ方・保存方法 

【食べ方】 
皮を１、２枚残して、ラップをかけずに３分位電

子レンジで温めて食べるのが簡単でおすすめです。 
 

【保存方法】 
熱々のとうもろこしをラップでキャンディ状に包

み、粗熱が取れたら冷蔵庫で保存。粒がしわになら
ずに味わうことができます。 

とうもろこしは、
昼間に作った糖分を
夜に蓄えます。一番
甘いとうもろこしを
収穫するには、夜明
け前が一番よい時間
です。とても暗いの
で、ヘッドライトを
つけて収穫します。 



 

 

 

世界中には、食べ物に困っている人がたくさんいるけど、

おいしい給食が食べられるのはとても幸せだね。 

食物アレルギーをもつ子も食べられるような

食品を使うようにしています。 

学校給食から、健康的な食事をするための知識や、食文化、

地場産物などたくさんのことが学べるね。 

みんなが一口ずつ多

く食べると食品ロスが

減るね。 

給食の食べ残しを飼料にした

り、牛乳パックを燃料にしたり

してリサイクルしています。 

碧南市産・愛知

県産の野菜やお

肉、魚などを積極

的に使うようにし

ています。 

住んでいる近くで

できたものは、運ぶ

ために使うエネルギ

ーを減らすことがで

きるね。 

「SDGｓ」とは、「Sustainable Development Goals」の頭文字をとった呼び名で、日
本語では「持続可能な開発目標」と訳します。２０３０年までに持続可能な世界を実現
するために、世界中の国が共通して解決しなければならない課題を１７の目標で示した
ものです。学校給食に関係する目標もたくさんあります。その一部をご紹介します。 

安全で衛生的
な施設を長く保
つために、溝の
隅々まできれい
にしています。 

目標達成のために、大人から子どもまで一人一人が取り組む
ことが大切です。２０３０年に向けて、自分にできることを見
つけてくださいね。 

2030年まで 

あと 8年 

つくる責任 つかう責任 つくる責任 つかう責任 働きがいも 経済成長も 

 子どもたちが使う容器をより
隅々まできれいにし、故障がない
か確認しながら手洗いします。 
 子どもたちの顔を思い浮かべる
とやる気がわいてきます。 


